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田原通信大

 interviewee    

　「知る人ぞ知る、本当においしい野菜」を届けたい――。その思いを胸に、湯津上で露地野菜づく
りに励む西野入さん。親から受け継いだ畑で、レタスを中心とした多品目栽培を行いながら新しい挑
戦を重ね、自分にしか作れないおいしさを追い求めています。

 受け継いだ畑、新たな一歩 

 試して、育てて、また試す 

　会社員として働いた後、「親が楽しそうに農業をしていたので、
いずれは自分もやってみたいと思っていました」と、家業を継ぐ
ためUターンした西野入さん。親から受け継いだ畑では、ずっと守
り続けているものと、自分の手で育てていきたいものがありま
す。その一つが、カボチャ栽培。何年も前に親が当時の取引先だ
ったスーパーの方へカボチャを渡したことがきっかけで、「すごく
おいしかったので販売用に作ってほしい」と声を掛けられ、栽培
を始めました。受け継ぐだけではなく、よりおいしい野菜を届け
るため、新しい挑戦を続けています。

　農学部の付属農場で、作物の成長や傷・病気に対する反応
を観測する研究に取り組んだ西野入さん。その経験を活か
し、品種やマルチ資材、植え付け時期などを少しずつ変えな
がら試験栽培を重ねています。「畑で経過を観察したり、実
際に食べ比べしたりするのが楽しいです」と話します。今育
てている品種も、畑との相性や作物の味を何度も確かめなが
ら選び抜いてきました。レタスは気候の変化に合わせて品種
も見直し、収穫したカボチャは全て糖度測定を行うなど、一
つひとつの工程にも手間を惜しみません。数字だけでは分か
らないおいしさまで確かめ、納得したものだけを届けたい
――そんな思いが、野菜づくりの原動力になっています。

大田原に住んでいて「当たり前」なことが移住者に
とっては「魅力」に感じられることも。この通信で
は、毎月１回大田原の隠れた魅力をお伝えします。

大田原市移住・定住交流サロン通信

自分にしか作れない、おいしさを

取引先の方の言葉で始めたカボチャ栽培。
今では力を入れて育てる作物の一つです。

（左）カボチャ畑で笑顔を見せる西野入さん。
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菜楽

（上）レタスは目印を立て品種の変わり目を区別。
（下）カボチャは非破壊糖度計で糖度と乾物率を
 

測定し、おいしさを確かめます。
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西野⼊さんの畑周辺

「「����        ����������⼤⽥原」⼤⽥原」「  　　　　     大⽥原」あなたの好きなあなたの好きなあなたの好きな
取材した⽅に聞きました取材した⽅に聞きました取材した方に聞きました
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＼ こちらでお買い求めいただけます�∕

● TOKOｰTOKOマルシェ
● 道の駅那須与一の郷
● ダイユー黒羽店（産直コーナー）
● 無人直売所（湯津上）

 未来へつなぐ一株 

 畑で積み重ねる毎日 
　ご夫妻で営む畑では、野菜の⽣育に合わせて、その⽇の作業
が決まります。忙しい時期は夜11時頃まで作業し、翌朝6時に
は収穫が始まることも。⼿間のかかる露地野菜も、⼀つひとつ
に⽬を配りながら育てています。そんな積み重ねがあるからこ
そ、「納品先で『おいしかったよ』と⾔ってもらえるのが⼀番
うれしい」と⻄野⼊さん。「野菜が苦⼿だったけど、うちの野
菜は⾷べられた」と聞くと、本当に励みになるといいます。

（左）レタスの切り口が見える、逆さ詰めに。　　
 ��新鮮さが伝わるよう工夫されています。

お問合せ

大⽥原市の移住相談窓⼝
大⽥原市移住・定住交流サロン
大田原市本町1-3-1  大⽥原市役所A別館2階
Tel：0287-23-8794 (平⽇/9:00〜17:00)

Mail：salon@ohtawara-ijyu.jp

　農業を始めるとき、⻄野⼊さんが最初に考えたのは、「農業を
通してどんな価値を提供できるか」でした。親の代から受け継
いだ味へのこだわりを⼤切にし、「⾃分もおいしい野菜を⾷べ
たいし、⾷べた⼈にも喜んでもらいたい」と話します。農産物
は⾒た⽬だけでは味が分からず、品質もばらつきやすい。だか
らこそ試⾷や測定を重ね、期待を超えられる野菜づくりを⽬指
しています。『おっ、うまい！と⾔わせたい。』その⾔葉に、⻄
野⼊さんが⽬指すおいしさへの信念が込められています。

　日光や塩原の山並みが一望できる、仕事
していてとても気持ちのいいロケーション
です。

畑からの眺め畑からの眺め畑からの眺め畑からの眺め
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大⽥原の暮らし、地域情報など発信中！
担当課：大⽥原市役所�総合政策部�政策推進課

InstagramFacebookホームページ

 目指すのは、期待を超える「おいしさ」 

　いま⼒を⼊れているのが、カボチャと⾃然薯の味の追求です。特
に⾃然薯は、親から継承した菜楽独⾃の品種。⼀度絶やすと⼆度と
⼿に⼊らないプレッシャーを感じながら、品種を守り、「どこまで
おいしくできるか」に挑戦しています。「もっとおいしい野菜を届
けたい」。その思いを胸に、⻄野⼊さんは今⽇も畑に⽴ちます。

収穫の適期はほんのわずか。ご夫妻で役割を分
担しながら、その瞬間を逃さないよう畑と向き
合っています。

受け継いだ品種を大切に守り続けています。

TOKOｰTOKOマルシェ

菜楽
 …  地元の人にも食べてほしい  … 直売所
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※店舗ごとに、販売内容が異なります

（右）好みに合ったカボチャを
���選べるよう、糖度とホクホク
 ��度合いを表示しています。
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＼ 季節ごとに、こんな露地野菜も！�∕

無人直売所
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